
　　親育ち支援地域別交流会（中部２グループ）

テーマ　　保護者に伝えたいをどうする？
　　　　　　　　　　～工夫・見方・連携・言葉選び・ポジティブに見ていこう～

令和５年度11月６日（月）

県立青少年の家

参加者より

・他園の先生方と意見交流をしたり、様々な考えを聞かせてもらったりして、明日につながる保育のヒン　　
　トを得ることができ、自身の園の保育にいかしたい。
・保護者を肯定的に見ることの大切さ、理解することの大切さを学んだ。
・グループで話し合いを深めていくうちに、事例から課題が少しずつ見えてきて、そこから支援につなが
　ることが分かった。
・事例のみで、ワークショップの難しさを感じていたが、取り組んでいるうちに第3者から客観的に考え
　ることの良さを感じた。

　参加者は　　
28人でした。

１歳児　事例 ２歳児　事例
　初めて実践シートを活用した交流会を
行いました。
　

交流会の流れ
・保護者とともに育みたい資質・能力に
　ついて
・実践シートを活用した事例検討
（１歳児事例、２歳児事例に分かれて）


